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賃
金
確
定
闘
争

　
国
家
公
務
員
の
給
与
は
11

月
28
日
に
給
与
法
案
が
成

立
し
国
家
公
務
員
は
人
勧
ど

お
り
給
与
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
。
県
下
各
単
組
の
多
く
は

11
月
６
日
の
閣
議
決
定
後
交

渉
が
実
施
さ
れ
、
公
務
員
の

初
任
給
は
勧
告
後
で
も
低
い

こ
と
や
、
高
卒
初
任
給
は
最

低
賃
金
の
水
準
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
人
勧
を
上

回
る
回
答
を
求
め
て
き
ま
し

た
。

　
要
求
書
の
提
出
は
26
単

組
、
回
答
は
26
単
組
で
、
26

単
組
が
交
渉
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 要

求
書
の
提
出

　
名
古
屋
で
は
、
非
正
規
職

員
の
介
護
時
間
の
取
得
期
間

の
延
長
、
生
理
休
暇
・
短
期

介
護
休
暇
・
妊
娠
休
養
休
暇

の
有
給
化
、
子
の
看
護
休
暇

を
満
９
歳
に
達
す
る
ま
で
延

長
な
ど
権
利
を
拡
充
さ
せ
て

い
ま
す
。

　
新
城
で
は
宿
日
直
手
当

４
０
０
円
を
引
き
上
げ
。
半

田
は
長
期
連
休
寺
の
勤
務
時

手
当
、
春
日
井
給
食
会
で
は

危
険
手
当
の
見
直
し
・
改
善

を
求
め
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
の
水
準
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
が
、
支
給
が
な

い
新
城
で「
必
要
性
を
感
じ

る
」、
蒲
郡
で「
非
支
給
に
違

和
感
が
あ
る
」と
表
明
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
碧
南
、

幸
田
等
で
引
き
上
げ
を
追

及
。
一
方
、
豊
橋
で
は
、
財

政
難
を
理
由
に
削
減
す
る
提

案
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
許
す

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

た
か
い
で
検
討
を
約
束
し
た

再
任
用
の
引
き
上
げ
を
回
答

さ
せ
ま
し
た
。名
古
屋
で
は
、

来
年
度
か
ら
再
雇
用
嘱
託
員

等
報
酬
月
額
を
引
き
上
げ
。

要
求
実
現
へ 
最
後
ま
で
追
い
上
げ
よ
う

　
４
月
に
結
成
さ
れ
た
自
治

体
一
般
管
財
分
会
に
対
し
、

会
社
側
は
、
組
合
つ
ぶ
し
を

ね
ら
い
、
役
員
に
対
す
る

不
当
配
転
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
10
月
15
日
、
組
合
役
員

の
伊
藤
栄
二
さ
ん
に
対
し
会

社
専
務
か
ら
「
嘱
託
社
員
雇

用
契
約
書
」
が
渡
さ
れ
、
豊

橋
市
民
病
院
で
の
清
掃
業
務

に
お
け
る
現
場
監
督
の
職
を

解
き
、
他
の
事
業
所
で
の
勤

務
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
え
役
付
手
当
も
賞
与
も

な
く
な
る
と
告
げ
ら
れ
ま
し

た
。
会
社
側
は
不
当
な
配
転

の
理
由
に
つ
い
て
伊
藤
さ
ん

が
「
職
務
放
棄
」「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
あ
っ
た
」「
会
社

へ
の
報
告
を
怠
っ
た
」
な
ど

を
並
べ
た
て
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
伊
藤
さ
ん
は
、「
こ

う
し
た
事
実
は
な
い
」
と
し

て
、
組
合
は
「
不
当
配
転
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
撤
回
す

る
よ
う
抗
議
し
、
交
渉
を
申

し
入
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

弁
護
士
と
も
相
談
し
「
異
議

留
保
通
知
書
」
を
作
成
し
、

こ
れ
を
内
容
証
明
で
送
達
す

る
な
ど
、
管
財
分
会
全
体
の

問
題
と
し
て
、
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
ま
す
。
　

組
合
役
員
の
不
当
配
転
に
抗
議

４月に結成された自治体一般管財
分会。組合つぶし攻撃とたたかう

自治体一般労組
管財分会

　
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

評
価
結
果
を
昇
給
や
一
時
金

へ
の
反
映
を
す
る
よ
う
県
か

ら
自
治
体
へ
の
圧
力
が
強
め

ら
れ
、
蒲
郡
、
春
日
井
、
岩

倉
で
逆
提
案
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
方
的
な
実
施
・
変

更
を
さ
せ
ず
、
交
渉
を
継
続

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
豊
橋
、
瀬
戸
、
蟹
江
町
、

あ
ま
市
病
な
ど
ほ
と
ん
ど
の

単
組
で
、
本
庁
職
場
の
実
態

や
保
育
実
態
調
査
の
結
果
を

も
と
に
、
不
払
い
残
業
を
な

く
せ
と
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し

　
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
処

遇
改
善
で
前
進
が
あ
り
ま
し

た
。
蟹
江
町
は
、
11
月
19
日

の
交
渉
で
、
臨
時
職
員
の
時

間
給
を
全
職
種
一
律
30
円
引

き
上
げ
る
こ
と
で
合
意
。

　
清
須
は
11
月
13
日
に
交

渉
を
行
い
、
保
育
所
の
フ
ル

タ
イ
ム
臨
時
職
員
の
時
間

給
を
１
５
０
円
引
き
上
げ

１
２
５
０
円
と
す
る
と
い
う

回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　
各
単
組
で
、
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
と
と
も
に
「
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
に

む
け
た
取
り
組
み
の
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

諸
手
当
・
非
常
勤
の
時
給
改
善
で
前
進

「
不
払
い
残
業
な
く
せ
」と
各
単
組
が
追
及

豊橋市職労病院支部の団体交渉。162
人が参加し職場の働きにくさを訴え、
改善を求めた＝ 10 月 30 日

　
給
与
改
定
は
現
在
、
勧

告
ど
お
り
と
い
う
内
容
で

す
が
給
与
・
一
時
金
の
引

き
上
げ
を
合
意
し
、
12
月

2019 年１月５日（土）
第５回闘争委員会 13:30 ～県本部
県知事選宣伝行動 15:00 ～黒川
県本部旗開き 16:30 ～　　県本部

　12 月議会後に給与・一時金の精

算支給が行われる予定です。春闘

からの要求運動、確定での賃金交

渉で引き上げをさせた私たち労働

組合の運動の成果です。

　引き続き、４月の採用に向け人

員増の交渉を継続させましょう。、

労働条件の維持改善を求めるとと

もに当局の一方的な改悪・変更を

阻止しましょう。非常勤職員の処

遇改善は、会計年度任用制度の当

局提案待ちとせず、協議・交渉日

を設定するとともに、職場での懇

談を本格化させましょう。

給
与
改
定
に
つ
い
て

地
域
手
当
に
つ
い
て

手
当
等
の
改
善

再
任
用
・
高
齢
期
雇
用

　
豊
橋
で
は
退
職
手
当
の
た

人
事
評
価
制
度

人
員
増
・
人
員
確
保

　
豊
川
市
病
は
、
来
年
の
新

規
採
用
は
50
人
と
回
答
。
春

日
井
で
３
人
現
業
採
用
を
回

答
、
さ
ら
に
上
積
み
す
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。
蒲
郡
は

確
認
書
ど
お
り
の
現
業
採
用

を
求
め
て
い
ま
す
。
西
尾
、

長
久
手
を
は
じ
め
各
単
組
で

人
員
確
保
な
ど
追
求
。
清
須

で
は
正
規
の
早
期
退
職
が
続

く
中
、
初
め
て
経
験
者
採
用

す
る
回
答
さ
せ
ま
し
た
。

労
働
時
間
管
理

不
払
い
残
業
解
消

議
会
に
条
例
改
正
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
名
古
屋

市
は
給
与
改
定
な
し
の
勧

告
で
す
が
、
一
定
の
改
善

を
さ
せ
て
い
ま
す
。　

非
常
勤
の
時
給
改
善

春
日
井
、
半
田
、
清
須
な
ど

で
も
引
き
続
き
改
善
を
追
求

し
て
い
ま
す
。

た
。時
間
外
手
当
に
つ
い
て
、

豊
川
で
は
不
払
い
問
題
で
協

議
を
継
続
さ
せ
て
い
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

取
り
組
み
強
化
を

　
岩
倉
で
は
ラ
ス
指
数
に
よ

る
賃
下
げ
攻
撃
と
ね
ば
り
強

く
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。
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職
場･

地
域
か
ら

職
場･
地
域
か
ら

仲
間
の
声
　

　
ト
ヨ
タ
総
行
動
実
行
委
員

会
は
、
来
年
は
２
月
11
日
と

24
日
に
、
名
古
屋
駅
、
JR
刈

谷
駅
で
の
大
企
業
宣
伝
と
田

原
市
で
の
ビ
ラ
配
布
、
第
40

回
ト
ヨ
タ
総
行
動
は
豊
田
市

内
で
の
集
会
を
変
更
し
て
２

月
24
日
に
、
名
古
屋
駅
周
辺

で
１
０
０
人
を
上
回
る
規
模

の
大
宣
伝
行
動
を
行
う
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

た
。

　
さ
ら
に
「
官
邸
に
権
力
を

集
中
さ
せ
、財
界
か
ら
の〝
天

上
が
り
〞
で
大
企
業
の
た
め

の
法
律
を
作
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
の
べ
、
財
界
言

い
な
り
の
政
治
の
転
換
を
強

調
し
ま
し
た
。
特
別
報
告
で

は
、
愛
労
連
榑
松
佐
一
議
長

が
「
外
国
人
技
能
実
習
生
へ

の
労
働
法
違
反
や
人
権
侵
害

実
態
」
に
つ
い
て
発
言
。

　
参
加
者
は
「
労
働
者･

国

民
の
く
ら
し
を
無
視
し
、
大

企
業
を
優
遇
す
る
政
治
を
転

換
さ
せ
る
春
闘
の
重
要
性
を

感
じ
た
」
と
、
19
春
闘
で
の

奮
闘
す
る
と
決
意
を
の
べ
ま

し
た
。

　
11
月
23
日
、
労
働
会
館
で

第
34
回
ト
ヨ
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、元
衆
院
議
員・

公
益
社
団
法
人
「
政
治
研
究

所
」
主
任
研
究
員
の
佐
々
木

憲
昭
氏
が
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
佐
々
木
氏
は
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
実
態
に
つ
い
て
「
企

業
の
内
部
留
保
の
積
み
上
が

り
と
労
働
者
の
賃
金
の
低
下

が
進
行
し
た
こ
と
、
ま
た
年

金
基
金
と
日
銀
が
巨
大
な
株

主
に
な
っ
て
株
価
を
つ
り
上

げ
て
い
る
」
と
指
摘
し
ま
し

94 人が参加した第 34 回トヨタシンポジ

ウム。元衆議院議員の佐々木憲昭氏が講演。

トヨタの内部留保の問題や、外国人労働者

の問題などが報告された　　  ＝ 11 月 23 日

問われる大企業の社会的責任
シンポに 94 人が参加

年
金
基
金
と
日
銀
が

株
価
を
つ
り
上
げ

２
月
11
・
24
日
に

大
宣
伝
行
動
を
計
画

要求実現めざす知事選挙に
　来年１月 17 日告示 ･ ２月３

日投票で行われる愛知県知事選

挙に、愛労連議長の榑松（くれ

まつ）佐一さんが立候補を表明。

12 月４日に決起集会が開かれ、

県民を大事にする県政に転換し

ようと決意を固め合いました。

くれまつさいち。1956 年生まれ。1978
年名大物理学科卒。同年めいきん生協に
就職。2001 年愛労連事務局長。2007 年
愛労連議長に。外国人実習生支援、反貧
困、奨学金問題など市民運動を担当。

　
自
治
体
職
場
で
は
、
過
労

死
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
長
時
間
過
密
労
働
が
ま
ん

延
し
、
国
や
県
の
指
導
も
あ

り
、
賃
上
げ
も
人
員
確
保
も

困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
や

り
が
い
が
あ
っ
て
も
働
き
続

け
ら
れ
な
い
」（
看
護
師
の

７
割
、
保
育
士
の
３
割
　
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
）
と
い
っ
た

声
が
出
て
い
ま
す
。

　
労
働
者
の
う
ち
４
割
の
労

働
者
が
非
正
規
で
、
７
人
に

１
人
が
「
相
対
的
貧
困
」
と

い
う
一
方
で
、
大
企
業
や
富

裕
層
は
、
国
や
県
の
手
厚
い

政
策
・
施
策
で
大
儲
け
。
格

差
は
広
が
る
一
方
で
す
。

　

準
夜
勤
で
１
時
間
の

　

休
憩
が
取
れ
な
い

　
病
棟
勤
務
も
や
っ
と
２
年

目
に
な
り
、
少
し
は
慣
れ
て

き
ま
し
た
が
、
忙
し
く
休
憩

を
取
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
つ
か

め
ず
、
準
夜
は
１
時
間
の
休

憩
が
と
れ
ま
せ
ん
。

　
他
の
ス
タ
ッ
フ
も
同
じ
よ

う
で
す
。
仕
事
の
前
の
情
報

収
集
で
早
く
出
勤
し
て
い
ま

す
。〝
な
ん
か
疲
れ
た
な
ー
〞

の
こ
の
ご
ろ
で
す
（
織
田
歩

美
・
半
田
市
職
・
病
院
支
部
）

くれまつ佐一さん

あいち非正規公共評が総会

　豊かな高齢社会をめざす「第
20 回高齢者大会」が 11 月 30
日に開かれ、400 人が参加した。
唐鎌直義・立命館大教授が講演。
「安倍政権の社会保障改悪で高
齢者の貧困が加速」と強調した。　

愛知公務共闘が総会

　12 月５日、愛知公務共闘の
総会が行われ、長坂議長を再任、
平野新幹事を選出した。取り組
みとして 19 年２月 20 日に「公
務公共業務交流会」を行うこと
などを確認した。　

愛知高齢者大会に 400 人

　12 月 2 日、あいち非正規公
共評の第 9回総会を開催。倉敷
市職労書記長の景山美香さんが
講演。西日本豪雨の被害と「非
正規の災害時特別休暇」獲得に
ついて話した。交流では「会計
年度任用職員制度」の「内容が示
されず不安」との声がだされた。

「
若
者
が
大
切
に
さ
れ
る
県
政
に
」と
決
意

幸
田
町
職
労
（
12
月
６
日
）

執
行
委
員
長
　
岩
瀬
　
泰
典

副
執
行
委
員
長
　
岩
﨑
　
倫
子

書
記
長
　
　
　
小
林
　
英
男

書
記
次
長
　
　
内
海
　
敏
明

会
　
計
　
　
　
髙
井
　
千
尋

単
組
定
期
大
会

役

員

紹

介

　
大
村
県
政
は
、
燃
料
電
池

自
動
車
、
国
際
展
示
場
の
整

備
な
ど
、
大
企
業
が
望
む
大

型
事
業
を
推
進
し
、
県
民
の

く
ら
し
・
教
育
・
福
祉
に
は
、

き
わ
め
て
冷
た
い
県
政
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
国
民
健
康

保
険
の
市
町
村
へ
の
助
成
は

榑
松
さ
ん
と
と
も
に
変
え
よ
う

愛知県知事選挙

廃
止
し
、
教
育
費
は
全
国
最

低
レ
ベ
ル
。
県
立
高
校
は
、

ト
イ
レ
や
非
常
階
段
は
壊
れ

た
ま
ま
、
放
置
し
た
ま
ま
で

す
。
県
政
の
か
じ
取
り
の
県

知
事
を
変
え
れ
ば
、
財
政
の

使
い
方
や
施
策
を
大
き
く
変

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
愛

知
県
本
部
は
、
自
治
体
労
働

者
・
県
民
の
要
求
を
掲
げ
、

く
れ
ま
つ
さ
ん
と
と
も
に
そ

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
決
起
集
会
に
は
、
労
働
組

合
の
仲
間
や
障
害
者
団
体
、

中
小
業
者
、
青
年
な
ど
、
多

く
の
皆
さ
ん
が
「
最
低
賃
金

を
上
げ
て
」「
看
護
修
学
資

金
の
存
続
・
充
実
を
」「
保

育
士
増
や
し
て
。
補
助
金

増
や
し
て
」
な
ど
、
要
求
を

持
ち
寄
り
、「
く
れ
ま
つ
さ

ん
と
と
も
に
県
政
を
変
え
よ

う
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
く
れ
ま

つ
さ
ん
は
、「
ふ
つ
う
の
暮

ら
し
が
で
き
る
県
政
に
。
平

和
や
若
者
が
大
切
に
さ
れ
る

県
政
に
。
人
間
ら
し
く
働
け

る
ル
ー
ル
を
作
り
た
い
」
と

決
意
表
明
し
ま
し
た
。
　
　

大
型
事
業
か
ら
福
祉
・教
育
に
転
換
を


